
教
養
と
し
て
の
歴
史
教
育

－
　
大
学
に
お
け
る
歴
史
授
業
の
実
践
報
告

小
　
南
　
浩
一

「
　
は
じ
め
に

私
は
金
沢
市
に
あ
る
私
立
の
北
陸
大
学
で
、
薬
学
部
の
一
年
次
生
に
「
日
本
近
現
代
史
」
（
半
期
）
、
未
来
創
造
学
部
の
二
年
次
生

に
「
日
本
近
現
代
史
I
・
Ⅱ
」
（
通
年
）
を
教
え
て
い
る
。
他
に
い
く
つ
か
の
講
義
と
「
演
習
」
及
び
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
担
当
し

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
薬
学
部
生
を
対
象
と
し
た
「
日
本
近
現
代
史
」
の
授
業
実
践
（
一
年
次
の
後
期
に
開
講
さ
れ
た
二
〇
〇
五

年
の
授
業
を
中
心
に
）
を
学
生
の
反
応
を
紹
介
し
な
が
ら
報
告
し
た
い
。

〇
五
年
度
の
薬
学
部
一
年
次
生
の
定
員
は
四
六
〇
名
（
〇
六
年
度
以
降
は
定
員
三
〇
六
名
）
、
時
間
割
上
、
学
生
は
私
の
「
日
本

近
現
代
史
」
か
他
の
人
文
・
社
会
科
学
系
の
一
科
目
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
受
講
生
の
数
は
お
よ
そ
定
員
の
半
分
に
な
る
。

〇
五
年
度
は
受
講
生
が
二
〇
〇
名
を
超
え
た
の
で
、
二
つ
の
ク
ラ
ス
に
わ
け
て
同
じ
授
業
を
二
回
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
〇
六
以

降
は
通
常
の
一
ク
ラ
ス
に
戻
っ
た
。
そ
れ
で
も
受
講
生
は
一
〇
〇
名
前
後
と
い
う
大
人
数
に
な
る
の
で
、
私
は
シ
ラ
バ
ス
の
「
受
講

生
へ
の
指
示
」
　
の
欄
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
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一
〇
〇
名
前
後
の
受
講
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
か
ら
、
授
業
は
講
義
が
主
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
『
考
え
る
授
業
』



を
目
指
し
ま
す
の
で
、
諸
君
に
質
問
や
意
見
を
求
め
る
機
会
を
出
来
る
だ
け
多
く
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
毎
時
間
、
講

義
に
関
す
る
質
問
・
意
見
・
感
想
を
必
ず
書
い
て
提
出
し
て
も
ら
い
、
次
の
時
間
に
何
人
か
の
人
の
も
の
を
紹
介
し
私
の
コ
メ

ン
ト
を
つ
け
ま
す
。

二
、
毎
時
間
、
講
義
に
関
す
る
質
問
・
意
見
・
感
想
を
必
ず
書
く

毎
時
間
学
生
に
書
い
て
も
ら
う
「
質
問
・
意
見
・
感
想
」
（
以
下
、
「
感
想
文
」
と
略
称
す
る
）
　
の
用
紙
は
、
B
5
版
半
分
の
大
き

さ
で
、
用
紙
の
一
番
上
に
「
授
業
に
関
す
る
質
問
・
意
見
・
感
想
を
書
い
て
下
き
い
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
日
付
、
学
籍
番
号
、
氏

名
を
記
入
す
る
欄
、
そ
し
て
学
生
が
そ
の
中
に
書
く
長
方
形
の
枠
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
も
の
を
使
用
す
る
。
文
字
の
大
き
さ
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
枠
は
二
〇
〇
字
程
度
書
け
る
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
な
か
に
は
枠
を
は
み
出
し
た
り
、
裏
ま
で
び
っ
し
り
と
書

い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
最
初
の
頃
は
、
氏
名
の
み
の
空
欄
も
散
見
さ
れ
た
。
し
か
し
、
授
業
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
、
白

紙
は
全
く
な
く
な
っ
た
。
二
行
で
も
い
い
か
ら
必
ず
書
き
な
さ
い
と
強
調
し
た
こ
と
と
、
こ
れ
が
決
定
的
だ
っ
た
思
う
が
、
白
紙
は

出
席
と
見
な
さ
な
い
と
宣
言
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

次
の
授
業
で
、
一
二
～
一
五
人
く
ら
い
の
　
「
感
想
文
」
が
、
A
3
用
紙
（
縦
長
）
　
に
氏
名
を
伏
せ
て
掲
載
さ
れ
、
全
学
生
に
配
布

さ
れ
る
。
一
〇
〇
名
以
上
の
中
か
ら
十
数
人
の
　
「
感
想
文
」
を
選
ぶ
基
準
は
な
い
。
心
が
け
て
い
る
の
は
、
出
来
る
だ
け
多
様
な

「
感
想
文
」
を
載
せ
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
内
容
そ
の
も
の
か
ら
、
授
業
の
方
法
に
か
か
わ
る
も
の
ま
で
じ
っ
に
多
様
で
、
私
は
こ

れ
を
読
ん
で
、
学
生
の
理
解
度
か
ら
関
心
の
あ
り
様
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
自
分
の
授
業
を
ふ
り
か
え
り
、
点
検
す
る
こ

と
も
可
能
と
な
る
。

授
業
の
最
初
に
こ
れ
ら
の
　
「
感
想
文
」
を
紹
介
し
、
質
問
に
答
え
る
こ
と
で
、
前
時
の
復
習
に
な
る
。
ま
た
、
掲
載
さ
れ
た
「
感
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想
文
」
に
対
す
る
他
の
学
生
の
反
応
も
あ
り
、
学
生
同
士
の
意
見
交
換
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
毎
回
意
見
・
感
想
・

質
問
な
ど
、
言
い
に
く
い
こ
と
も
書
い
て
開
け
る
の
で
と
て
も
良
か
っ
た
。
あ
と
、
次
の
講
義
の
際
に
他
の
人
の
意
見
も
読
め
る
プ

リ
ン
ト
を
作
っ
て
く
れ
る
の
で
、
自
分
と
は
違
っ
た
意
見
や
考
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
あ
る
。
あ
る
い
は
「
沖
縄
の
基
地
問

題
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
と
き
、
あ
る
学
生
は
「
皆
の
意
見
を
読
む
と
す
ば
ら
し
い
意
見
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
今
回
の
沖
縄
の
こ
と

で
言
え
ば
、
皆
同
情
す
る
こ
と
は
わ
か
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
自
分
の
住
む
市
町
村
に
基
地
を
移
転
す
る
と
言
わ
れ
た
ら
、
ど
う

恩
う
だ
ろ
う
。
沖
縄
の
人
達
が
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
、
移
転
に
賛
成
し
ま
す
か
？
ま
た
、
先
生
の
言
わ
れ
た
通
り
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
大
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
行
動
と
し
て
表
現
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
意
味
が
な
い
と
恩
う
」
と
書
い
た
。

こ
の
よ
う
に
学
生
は
教
師
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
他
の
学
生
の
「
感
想
文
」
　
に
も
反
応
し
て
自
分
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
こ

の
学
生
の
　
「
感
想
文
」
　
に
対
し
て
、
私
は
「
知
る
」
　
こ
と
、
そ
し
て
「
共
感
　
（
同
情
）
　
す
る
」
　
こ
と
は
、
た
と
え
　
「
行
動
」
　
に
ま
で

至
ら
な
く
と
も
無
意
味
で
は
な
い
、
む
し
ろ
、
「
知
る
」
　
こ
と
と
「
共
感
」
す
る
こ
と
は
、
「
行
動
」
　
へ
の
契
機
に
な
る
と
答
え
た
。

最
初
の
一
五
分
程
度
を
「
感
想
文
」
の
紹
介
と
解
説
に
あ
て
る
予
定
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
盛
り
あ
が
り
、
時
に
は
三
〇
分
を
超

え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
時
間
が
長
す
ぎ
る
と
い
う
感
想
も
あ
っ
た
が
、
総
じ
て
「
感
想
文
」
方
式
は
好
評
で
あ
っ
ね
。

三
、
日
本
近
現
代
史
の
授
業
概
要

①
授
業
の
テ
ー
マ

「
日
本
近
現
代
史
」
の
授
業
で
、
私
は
数
年
前
か
ら
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
の
ア
ジ
ア
大
平
洋
戦
争
の
終
結
（
敗
戦
）
を
破
局

の
　
「
終
点
」
と
す
れ
ば
、
そ
の
　
「
起
点
」
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
意
識
の
も
と
で
、
敗
戦
に
い
た
る
政
治

過
程
を
時
間
軸
を
逆
に
た
ど
る
か
た
ち
で
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
当
時
の
政
治
状
況
を
検
討
し
、
他
の
選
択
肢
は
取
り
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得
な
か
っ
た
の
か
、
ど
の
選
択
が
決
定
的
な
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
か
な
ど
、
「
未
発
の
可
能
性
」
（
色
川
大
吉
）
を
問

い
か
け
な
が
ら
、
歴
史
的
思
考
力
を
養
い
、
歴
史
認
識
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
、
ポ
イ
ン
ト
・
オ
ブ
・
ノ
ー
リ
タ
ー
ン
は
ど
こ
か
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
授
業
の
メ
リ
ハ
リ
　
（
目
標
）

を
明
確
に
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
す
る
学
生
の
反
応
は
、
「
歴
史
の
授
業
は
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
起
き
た
で
き
事
を
順
番
に
な
ぞ
っ
て
勉
強
す
る
や
り

か
た
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
…
面
白
味
に
欠
け
る
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
で
も
、
先
生
の
授
業
は
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
や
り

方
だ
し
、
そ
れ
に
テ
ー
マ
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
と
て
も
興
味
が
湧
い
て
い
ま
す
」
。

私
は
、
八
月
一
五
日
の
　
「
起
点
」
を
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
人
の
中
国
観
を
一
変
さ
せ
、
「
そ
の
後
の
日
本
の
質
を
規
定
し
」
（
宮
地

正
人
）
、
軍
国
主
義
的
国
民
国
家
確
立
の
契
機
と
な
っ
た
日
清
戦
争
に
想
定
し
、
そ
の
約
五
〇
年
を
、
大
き
な
近
代
史
の
文
脈
の
な

か
で
、
中
国
や
韓
国
な
ど
特
に
ア
ジ
ア
と
の
関
係
に
留
意
し
な
が
ら
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
理
想
と
し
て
は
一
五
回
の
授
業
で
八
月
一
五
日
の
起
点
と
し
て
日
清
戦
争
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
た
い
の
で
あ
る
が
、

何
か
と
「
脱
線
」
も
す
る
の
で
、
実
際
は
一
九
三
一
年
九
月
一
八
日
の
満
州
事
変
ま
で
が
や
っ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
し
た
理
由
は
、
①
学
生
　
（
特
に
薬
学
部
に
入
学
す
る
理
科
系
の
学
生
）
　
は
、
高
校
で
上
記
の
よ
う
な
テ
ー

マ
を
ほ
と
ん
ど
勉
強
し
て
い
な
い
。
②
本
学
は
、
中
国
人
を
中
心
と
す
る
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
が
多
く
在
籍
し
て
い
る
。
特
に
未

来
創
造
学
部
で
は
北
京
語
言
大
学
や
天
津
外
国
語
大
学
な
ど
中
国
の
大
学
生
が
、
三
・
四
年
次
の
二
年
間
を
本
学
で
学
ぶ
編
入
留
学

制
度
が
あ
り
、
三
〇
〇
名
以
上
が
在
籍
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ジ
ア
人
と
接
す
る
こ
と
も
多
く
、
将
来
、
日
本
と
ア
ジ
ア
と

の
交
流
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
な
か
で
、
学
生
に
過
去
の
日
本
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
世
界
の
人
々
と
友

好
的
な
関
係
を
築
い
て
ほ
し
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
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学
生
の
感
想
文
に
も
「
戦
争
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
で
す
。
ど
う
し
て
始
ま
っ
た
の
か
、
ど
う
や
っ
て
終
わ
っ
た
の
か
。
戦

争
を
止
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
か
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
も
っ
と
学
び
た
い
で
す
」
と
あ
る
。

②
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
講
義
テ
キ
ス
ト

私
は
今
ま
で
、
講
義
で
は
毎
回
、
レ
ジ
ュ
メ
と
史
料
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
て
い
た
が
、
史
料
プ
リ
ン
ト
も
多
く
、
ま
た
、
前
回
配
っ

た
プ
リ
ン
ト
を
欠
席
し
た
学
生
が
持
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
二
〇
〇
二
年
度
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
　
「
講
義
テ
キ
ス
ト
」
を
作

成
し
た
。
見
開
き
の
左
ペ
ー
ジ
が
講
義
要
目
（
レ
ジ
ュ
メ
）
　
で
、
右
ペ
ー
ジ
は
余
白
と
し
、
ノ
1
ト
と
し
て
も
使
え
る
よ
う
に
し
た
。

基
本
的
な
「
史
料
」
も
す
べ
て
そ
の
一
冊
に
収
録
し
た
。
総
貢
数
七
八
頁
の
も
の
で
、
印
刷
屋
で
簡
単
な
表
紙
を
つ
け
て
も
ら
い
、

学
生
に
は
実
費
（
五
〇
〇
円
）
　
で
購
入
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

し
か
し
、
「
講
義
テ
キ
ス
ト
」
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
「
感
想
文
」
用
紙
の
他
に
、
史
料
プ
リ
ン
ト
や
新
聞
記
事
の
コ
ピ
ー

な
ど
平
均
三
～
四
枚
の
プ
リ
ン
ト
　
（
毎
年
、
配
布
す
る
プ
リ
ン
ト
は
違
う
）
を
配
布
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
時
間
の
節
約
上
、
授

業
開
始
の
五
分
は
ど
ま
え
に
プ
リ
ン
ト
を
並
べ
て
お
き
、
学
生
に
各
自
と
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
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③
講
義
の
概
要

半
期
一
五
回
分
の
講
義
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
回
　
序
論

［
テ
ー
マ
］
歴
史
と
は
何
か
、
記
憶
と
は
何
か
。

［
概
　
要
］
　
・
国
民
的
記
憶



・
人
民
の
記
憶
と
国
家
の
記
憶

・
ク
ロ
ー
チ
ェ
　
「
す
べ
て
の
歴
史
は
現
代
史
で
あ
る
」
、
E
・
H
・
カ
ー
「
歴
史
と
は
現
在
と
過
去
の
対
話
で
あ
る
」
、

ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
「
過
去
に
目
を
閉
ざ
す
も
の
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
現
在
に
も
盲
目
に
な
る
」
、
ミ
ラ
ン
・
ク
ン

デ
ラ
「
権
力
に
対
す
る
人
間
の
闘
い
と
は
忘
却
に
対
す
る
記
憶
の
闘
い
に
は
か
な
ら
な
い
」

第
二
回
・
第
三
回

［
テ
ー
マ
］
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
に
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
力
が
天
皇
に
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
天
皇
は
戦
争
開

始
の
許
可
を
下
し
た
の
か
？

［
概
　
要
］
　
・
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟

・
九
・
六
御
前
会
議
に
お
け
る
天
皇
発
言

・
天
皇
の
戦
争
責
任
問
題
と
『
天
皇
独
白
録
』

第
四
回
・
第
五
回

［
テ
ー
マ
］
　
ア
メ
リ
カ
は
な
ぜ
原
爆
を
投
下
し
た
の
か
？
　
原
爆
投
下
の
政
治
学
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［
概
　
要
］

・
「
ヒ
ロ
シ
マ
　
あ
の
時
、
原
爆
投
下
は
止
め
ら
れ
た
」
　
（
二
〇
〇
五
年
、
T
B
S
と
英
国
B
B
C
の
共
同
制
作
）

を
視
聴

・
原
爆
投
下
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
人
の
認
識

・
一
九
八
五
年
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
「
ヒ
ロ
シ
マ
　
五
〇
万
人
の
ア
メ
リ
カ
人
の
生
命
が
救
わ
れ
た
と
い
う
奇
妙
な
神

話
」

二
九
九
五
年
　
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
で
の
原
爆
展
中
止



第
六
回
・
第
七
回

［
テ
ー
マ
］
　
ア
ジ
ア
大
平
洋
戦
争
と
沖
縄

［
概
　
要
］
　
・
「
捨
て
石
」
と
し
て
の
沖
縄
戦
、
集
団
自
決
は
な
ぜ
お
こ
っ
た
の
か

・
戦
後
五
〇
年
を
記
念
し
て
制
作
さ
れ
た
ビ
デ
オ
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
　
沖
縄
戦
」
（
一
九
九
五
年
）
を
視
聴

・
沖
縄
と
現
代
　
－
沖
縄
県
民
の
天
皇
観
、
「
日
の
丸
」
「
君
が
代
」
、
基
地
問
題

第
八
回
・
第
九
回

［
テ
ー
マ
］
　
終
戦
の
政
治
過
程
、
戦
争
は
な
ぜ
も
っ
と
は
や
く
終
結
で
き
な
か
っ
た
の
か
？

［
概
　
要
］
　
・
近
衛
上
奏
文
の
意
味

・
ソ
連
は
な
ぜ
日
ソ
中
立
条
約
を
被
っ
て
、
対
日
参
戦
し
た
の
か
？

・
ソ
連
参
戦
が
引
き
起
こ
し
た
中
国
残
留
孤
児
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
問
題

・
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
と
御
前
会
議
、
「
聖
断
」
と
は
何
か
？

第
一
〇
回
・
第
一
一
回

［
テ
ー
マ
］
一
五
年
戦
争
の
起
点
と
な
る
満
州
事
変
は
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
勃
発
し
た
の
か
？
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［
概
　
要
］

・
一
九
二
〇
年
代
の
中
国
の
国
権
回
復
運
動
、
北
伐
と
田
中
義
一
内
閣
の
対
支
強
硬
外
交

・
石
原
莞
爾
の
満
蒙
領
有
論
と
石
橋
湛
山
の
満
州
放
棄
論

・
メ
デ
ィ
ア
は
戦
争
を
ど
う
伝
え
た
か
、
満
州
事
変
と
新
聞
報
道

第
一
二
回
～
第
一
四
回

［
テ
ー
マ
］
中
国
か
ら
見
た
日
中
戦
争
　
－
柳
条
湖
・
虚
構
橋
・
上
海
・
南
京
－



［
概
　
要
］
　
・
満
州
国
と
華
北
分
離
工
作

・
「
抗
日
救
国
の
た
め
に
全
同
胞
に
告
げ
る
書
」
　
（
八
・
一
宣
言
）

・
全
国
各
界
救
国
連
合
会
　
抗
日
救
国
の
初
歩
的
政
治
綱
領
（
一
九
三
六
年
六
月
一
日
）

・
西
安
事
件
と
張
学
良
－
ビ
デ
オ
　
「
張
学
良
が
語
る
日
中
戦
争
」
　
（
N
H
K
、
一
九
九
〇
年
）
　
を
視
聴

・
南
京
事
件
に
つ
い
て

第
一
五
回
　
筆
記
試
験

四
、
教
養
と
し
て
の
歴
史
教
育

さ
て
、
「
日
本
近
現
代
史
」
　
の
授
業
を
「
教
養
と
し
て
の
歴
史
教
育
」
と
し
て
意
図
す
る
理
由
は
何
か
。
教
養
と
は
、
例
え
ば
戦

争
に
捲
き
込
ま
れ
な
い
知
性
、
あ
る
い
は
現
実
を
相
対
化
し
未
来
を
構
想
す
る
想
像
力
と
す
る
な
ら
ば
、
歴
史
学
こ
そ
そ
う
し
た
教

養
を
培
う
学
問
で
あ
る
と
考
え
る
。
故
網
野
善
彦
は
、
「
歴
史
学
と
は
過
去
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
現
代
人
で
あ
る
自
分
を
拘
束
し

て
い
る
見
え
な
い
権
力
の
働
き
か
ら
自
由
に
な
る
た
め
」
　
の
方
法
、
即
ち
「
意
識
を
解
放
す
る
た
め
の
方
法
」
　
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

ハ
ー

い
と
言
っ
て
い
れ
。
大
き
な
目
標
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
歴
史
学
の
一
端
を
少
し
で
も
学
生
に
体
得
さ
せ
、
彼
ら
に
、
今
あ
る
現

実
に
対
応
で
き
る
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
現
実
を
相
対
化
し
、
よ
り
よ
い
未
来
を
創
造
す
る
構
想
力
を
身
に
付
け

さ
せ
る
こ
と
が
大
学
教
育
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

「
教
養
と
し
て
の
歴
史
教
育
」
　
の
目
的
は
、
ま
ず
学
生
の
持
っ
て
い
る
歴
史
学
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
転
換
を
は
か
る
こ
と
で
あ

る
。
学
生
は
歴
史
と
は
教
科
書
を
覚
え
る
　
（
暗
記
す
る
）
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
教
科
書
は
そ
れ
を
書
く
歴
史
家
に
よ
っ

て
違
う
。
十
人
の
歴
史
家
が
い
れ
ば
十
通
り
の
歴
史
書
が
存
在
す
る
。
歴
史
と
は
歴
史
家
が
自
分
の
全
存
在
を
か
け
て
創
り
出
す
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「
過
去
の
再
生
」
　
で
あ
る
。
ま
た
、
国
家
や
民
族
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
歴
史
書
に
は
違
い
が
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
「
国
民
的
記

憶
」
　
の
問
題
と
し
て
後
述
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
歴
史
学
に
お
い
て
も
理
解
し
記
憶
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
重
要
で
あ
る
が
、
学
生
の
　
「
歴
史
」
＝
「
暗
記
物
」
と

い
う
固
定
観
念
を
払
拭
す
る
た
め
に
、
記
憶
に
頼
る
試
験
で
は
な
く
、
調
べ
て
考
え
る
試
験
と
し
て
、
下
記
の
よ
う
な
試
験
問
題
を
、

試
験
の
お
よ
そ
三
週
間
は
ど
ま
え
に
提
示
し
、
自
分
で
調
べ
、
考
え
て
答
案
を
つ
く
っ
て
お
く
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

授
業
は
必
ず
出
席
し
て
、
私
の
話
を
集
中
し
て
聞
い
て
、
感
じ
、
考
え
、
面
白
か
っ
た
こ
と
を
記
録
し
て
欲
し
い
と
強
く
要
請
し
て

い
る
。試

験
問
題

以
下
の
設
問
の
中
か
ら
、
二
つ
を
選
択
し
て
文
章
で
答
え
な
さ
い
　
（
選
択
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
行
程
度
）
。

一
．
対
米
英
戦
争
の
開
戦
過
程
に
お
け
る
昭
和
天
皇
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
、
あ
わ
せ
て
天
皇
の
戦
争
責
任
に
つ
い
て
論
ぜ

よ
。
（
特
に
一
九
四
一
年
九
月
六
日
の
御
前
会
議
に
つ
い
て
）

二
．
ア
メ
リ
カ
側
の
原
爆
投
下
の
理
由
に
つ
い
て
説
明
せ
よ
。
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
側
の
見
解
に
対
し
て
批
判
的
に
論
ぜ
よ
。

三
．
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
の
敗
戦
を
破
局
の
終
点
と
す
れ
ば
、
そ
の
起
点
を
ど
こ
に
求
め
る
べ
き
か
。
あ
な
た
の
見
解
を
書

け
。

四
．
①
、
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択
せ
よ
。

①
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
あ
な
た
の
見
解
を
述
べ
よ
。
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②
学
生
の
感
想
の
中
に
「
こ
の
講
義
を
聴
い
て
、
今
ま
で
の
歴
史
学
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
」
と
あ
っ
た
が
、
今

ま
で
の
歴
史
学
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
を
具
体
的
に
書
け
。

五
．
三
国
同
盟
条
約
の
締
結
が
一
九
四
一
年
一
二
月
八
日
の
対
米
戦
争
を
避
け
得
な
い
も
の
と
し
て
し
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
の
は

な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
を
書
け
。

六
．
日
清
戦
争
が
近
代
日
本
の
針
路
を
決
定
し
た
と
の
見
解
に
つ
い
て
説
明
し
、
こ
う
し
た
見
解
に
対
す
る
あ
な
た
の
考
え
を
書

け
。

七
．
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
の
敗
戦
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
で
、
天
皇
や
そ
の
側
近
、
政
府
、
軍
部
は
な
ぜ
戦
争
を
も
う
少
し
は
や

く
終
結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
ど
の
時
点
で
ど
う
い
う
選
択
肢
を
と
っ
て
い
れ
ば
、
も
う
少
し
被
害
は
防
げ
た

と
考
え
ら
れ
る
か
。
あ
な
た
の
見
解
を
述
べ
よ
。

八
一
九
四
一
年
一
二
月
八
日
、
一
九
四
五
年
八
月
六
日
、
同
八
月
九
日
、
同
八
月
一
五
日
、
あ
る
い
は
、
一
九
三
一
年
九
月
一

八
日
、
一
九
三
七
年
七
月
七
日
、
最
近
で
は
、
二
〇
〇
一
年
九
月
二
日
な
ど
、
歴
史
を
「
記
憶
す
る
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意

味
が
あ
る
の
か
。
あ
な
た
の
見
解
を
述
べ
よ
。

九
．
満
州
事
変
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
　
（
特
に
新
聞
）
　
の
役
割
に
つ
い
て
論
ぜ
よ
。

一
〇
．
今
回
の
テ
ス
ト
範
囲
の
な
か
で
、
自
分
で
、
上
記
の
よ
う
な
問
題
を
設
定
し
て
そ
の
解
答
を
記
せ
　
（
問
題
と
解
答
の
両
方
を

書
く
こ
と
）
。
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学
生
の
「
感
想
文
」
に
「
私
の
中
で
は
歴
史
＝
文
字
の
暗
記
と
い
う
考
え
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
戦
争
や
条
約
一
つ
一
つ
の

裏
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
人
々
の
思
惑
、
事
情
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
残
り
の
講
義
を
通
じ
て
も
っ
と
深
く
歴
史
を
知
り



た
い
と
思
う
」
。

最
後
の
授
業
の
感
想
文
に
「
…
歴
史
の
授
業
の
理
想
は
、
こ
の
授
業
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
う
。
今
ま
で
は
憶
え
る
歴
史
だ
っ
た
′

が
、
こ
れ
は
考
え
る
歴
史
だ
っ
た
。
歴
史
を
学
ん
で
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
自
分
を
考
え
、
日
本
を
考
え
、
世
界
を
考
え
る
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
と
思
う
。
や
っ
ぱ
り
歴
史
は
面
白
い
と
思
う
」
。

五
、
歴
史
と
は
各
国
別
々
で
は
な
く
、
共
有
さ
れ
る
も
の

な
る
ほ
ど
歴
史
は
民
族
や
国
家
に
よ
っ
て
、
銘
記
さ
れ
る
べ
き
歴
史
的
事
件
は
違
う
。
し
か
し
同
時
に
、
一
国
の
歴
史
や
民
族
の

歴
史
は
、
他
の
国
、
他
の
民
族
と
の
相
互
の
影
響
（
関
係
）
　
の
歴
史
で
も
あ
る
。
入
江
昭
は
、
「
他
の
国
が
自
分
の
国
を
ど
う
と
ら

え
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
を
認
識
す
る
の
も
、
歴
史
研
究
上
、
欠
か
せ
な
い
視
野
」
　
で
あ
り
、
「
お
互
い
が
お
互
い
の
運

命
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
探
る
。
そ
れ
が
歴
史
を
学
ぶ
根
本
的
な
目
標
」
だ
と
言
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
歴
史
と
い
う
も
の

3

は
決
し
て
各
国
別
個
の
も
の
で
は
な
く
、
世
界
中
す
べ
て
の
人
々
に
共
有
さ
れ
る
も
の
だ
」
と
主
張
し
て
い
有
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
日
中
戦
争
に
お
け
る
中
国
側
の
視
点
を
意
識
し
た
授
業
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

学
生
は
「
今
ま
で
教
わ
っ
て
き
た
歴
史
は
あ
く
ま
で
日
本
人
か
ら
見
た
歴
史
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
歴
史
を
学

ぶ
こ
と
は
現
代
を
知
る
こ
と
に
必
要
だ
と
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
そ
の
意
味
が
少
し
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
」
。

別
の
学
生
「
い
つ
も
日
本
を
中
心
に
戦
争
を
考
え
て
い
た
け
ど
、
今
日
の
授
業
の
よ
う
に
中
国
や
韓
国
な
ど
他
の
国
の
立
場
に
立
っ

て
考
え
て
み
る
こ
と
も
大
切
だ
と
患
っ
た
。
歴
史
の
見
方
が
少
し
変
わ
っ
た
気
が
し
た
」
。

あ
る
い
は
「
あ
ら
た
め
て
中
国
の
こ
と
は
何
も
知
ら
な
い
ん
だ
と
思
っ
た
。
そ
の
上
、
日
本
が
中
国
に
し
た
こ
と
す
ら
知
ら
な
い

で
、
中
国
人
の
反
日
運
動
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
い
る
な
ん
て
、
こ
わ
い
と
思
っ
た
。
小
・
中
・
高
の
歴
史
の
授
業
は
歴
史
を
単
語
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で
し
か
、
習
っ
て
い
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
日
本
の
授
業
の
あ
り
方
を
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。
こ
の
授
業
で
満
州
事
変
な

ど
の
日
本
側
の
詳
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
中
国
側
の
書
物
や
中
国
の
教
科
書
が
ど
れ
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
ま
で
の
っ
て
い
る
の

か
知
り
た
く
な
っ
た
」
。

〇
五
年
度
の
授
業
は
後
期
か
ら
始
ま
り
、
一
〇
月
一
七
日
に
小
泉
首
相
の
靖
国
参
拝
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
う
し
た
「
感
想
文
」
が

多
く
あ
っ
た
。
教
員
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
学
生
の
意
欲
を
、
学
生
自
ら
が
調
べ
る
地
点
に
ま
で
引
き
上
げ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
と
い
う
こ
と
が
次
の
課
題
と
な
る
。

六
、
第
一
回
目
の
授
業
が
勝
負

ど
の
講
義
も
そ
う
だ
が
、
第
一
回
目
の
授
業
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
新
入
生
に
高
校
ま
で
の
　
「
暗
記
物
と
し
て
の
歴
史
」
を
一

掃
さ
せ
る
べ
く
全
力
を
傾
注
し
て
い
る
。

第
一
回
目
の
テ
ー
マ
は
国
民
的
記
憶
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
は
何
の
日
か
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が

答
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
八
月
六
日
の
広
島
や
九
日
の
長
崎
の
原
爆
投
下
も
八
割
程
度
の
学
生
は
答
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら

の
日
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
報
道
さ
れ
、
日
本
の
国
民
に
と
っ
て
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
日
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
原
因
と
な
っ
た
対
米
英
戦
争
が
い
つ
始
ま
っ
た
の
か
は
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
知
ら
な
い
。
一
方
、
開
戦
記
念
日
と

な
っ
た
一
九
四
一
年
一
二
月
八
日
（
ア
メ
リ
カ
時
間
で
は
七
日
）
　
は
、
年
配
の
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
は
「
リ
メ
ン
バ
ー
・
パ
ー
ー
ル

ハ
ー
バ
ー
」
と
し
て
強
く
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
背
景
に
あ
る
日
中
戦
争
の
一
九
三
七
年
七
月
七
日
、
満
州
事
変
の

一
九
三
一
年
九
月
一
八
日
を
答
え
る
こ
と
の
で
き
る
日
本
人
学
生
は
皆
無
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
学
に
在
籍
す
る
中
国
人
留
学
生

の
ほ
ぼ
九
割
が
そ
の
年
月
日
を
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
違
い
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
と
学
生
に
問
い
か
け
て
い
る
。
同
じ
歴

228



史
的
事
実
に
対
し
て
日
本
と
中
国
と
で
、
な
ぜ
記
憶
の
仕
方
が
異
な
る
の
か
と
問
い
か
け
、
「
歴
史
認
識
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

4

か
を
考
え
る
契
機
と
し
て
い
か
。

故
加
藤
周
一
は
「
あ
る
社
会
が
、
た
く
さ
ん
の
過
去
の
経
験
の
中
か
ら
何
を
記
憶
し
、
何
を
忘
れ
る
が
ま
ま
に
任
せ
る
の
か
？
と

l
コ

い
う
主
題
、
言
い
換
え
れ
ば
『
記
憶
の
選
択
』
と
い
う
主
題
は
、
常
に
現
在
の
問
題
」
　
で
あ
る
と
指
摘
し
た
が
、
単
に
「
被
害
」

と
「
加
害
」
と
い
う
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
「
記
憶
の
選
択
」
　
の
問
題
は
、
国
家
の
記
憶
と
「
人
民
」
　
の
記
憶
が
決
し
て
同
じ
で
は

な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
人
民
の
記
憶
が
国
家
の
記
憶
に
よ
っ
て
す
り
替
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
銘
記
す
べ

き
だ
と
思
う
。
歴
史
学
は
人
民
の
記
憶
を
課
題
と
す
べ
き
だ
と
言
っ
た
鶴
見
俊
輔
の
言
葉
に
私
は
共
感
す
る
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
大
衆

は
無
知
で
愚
か
だ
が
、
忘
却
の
才
能
だ
け
は
あ
る
と
喝
破
し
た
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
論
理
が
ク
ン
デ
ラ
の
「
権
力
に
対
す
る
人
間
の

闘
い
と
は
忘
却
に
対
す
る
記
憶
の
闘
い
に
は
か
な
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

沖
縄
戦
の
「
集
団
自
決
」
を
め
ぐ
り
、
日
本
軍
の
強
制
を
示
す
記
述
が
教
科
書
か
ら
削
除
さ
れ
た
問
題
は
、
ま
さ
に
国
家
の
記
憶

と
人
民
の
記
憶
の
　
「
対
決
」
を
示
す
事
例
と
も
言
え
よ
う
。

七
、
第
一
回
目
の
授
業
に
対
す
る
学
生
の
「
感
想
文
」

国
民
的
記
憶
に
つ
い
て
学
生
は
、
「
大
平
洋
戦
争
に
お
い
て
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
で
の
記
念
日
の
認
識
の
違
い
に
驚
い
た
。

ど
の
国
も
自
分
に
都
合
の
良
い
事
を
「
選
択
し
て
」
覚
え
て
い
る
も
の
だ
と
思
っ
た
。
自
分
が
受
け
た
被
害
ば
か
り
主
張
す
る
前
に
、

相
手
国
に
自
分
が
何
を
し
て
し
ま
っ
た
か
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
思
っ
た
。
そ
う
い
う
気
持
ち
で
こ
れ
か
ら
授
業
を
聞
い
て

い
き
た
い
と
思
っ
た
…
」
。
ま
た
、
別
の
学
生
は
「
開
戦
記
念
日
の
こ
と
、
初
め
て
知
っ
た
。
歴
史
の
授
業
、
今
ま
で
受
け
た
中
で

一
番
楽
し
か
っ
た
。
終
戦
と
敗
戦
、
聞
い
た
と
き
に
全
然
イ
メ
ー
ジ
が
ち
が
う
。
し
っ
か
り
と
事
実
を
知
り
た
い
。
う
ら
に
あ
る
の
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を
知
り
た
い
と
思
っ
た
。
な
ん
で
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
た
の
か
、
原
因
、
背
景
を
知
ら
な
い
と
、
歴
史
か
ら
学
ば
な
い
と
、
同
じ
こ

と
が
起
き
る
。
知
ら
な
い
こ
と
は
こ
わ
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
の
で
、
一
五
回
の
講
義
で
集
中
し
て
、
少
し
ず
つ
知
っ
て
い
こ
う
と
恩
っ

た
。
本
や
新
聞
も
少
し
ず
つ
読
む
よ
う
に
し
た
い
と
患
っ
た
。
正
し
い
こ
と
な
の
か
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
の
か
、
し
っ
か
り
見
極
め
ら

れ
る
人
に
な
り
た
い
と
恩
い
ま
し
た
」
。
こ
う
し
た
学
生
の
感
想
は
、
少
し
幼
い
が
、
彼
ら
の
柔
軟
な
心
や
、
向
上
心
、
意
欲
が
う

か
が
え
、
こ
れ
に
ど
う
応
え
る
か
、
教
員
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ
る
。

私
は
最
初
の
授
業
で
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
を
必
ず
見
る
こ
と
、
図
書
館
を
毎
日
利
用
し
て
、
数
種
類
の
新
聞
を
見
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
。
歴
史
は
現
在
と
全
く
関
係
の
な
い
過
去
の
出
来
事
で
は
な
く
、
現
在
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解

さ
せ
た
い
。
否
、
む
し
ろ
過
去
が
現
在
を
規
定
し
て
い
る
（
死
ん
だ
人
が
生
き
て
い
る
我
々
現
代
人
を
動
か
し
て
い
る
）
事
実
を
戦

後
補
償
や
靖
国
参
拝
問
題
な
ど
を
通
じ
て
理
解
さ
せ
た
い
と
念
じ
て
い
る
。

八
、
お
わ
日
ソ
に

第
二
回
目
以
降
の
授
業
展
開
と
学
生
の
反
応
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
最
後
に
授
業
実
践
上
の
二
・
三
の
問
題
に
つ
い

て
言
及
し
た
い
。
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①
ビ
デ
オ
教
材
に
つ
い
て

年
度
に
よ
っ
て
若
干
異
な
る
が
、
私
の
講
義
で
は
概
要
で
示
し
た
よ
う
に
三
本
程
度
の
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
て
い
る
。
特
に
「
ヒ
ロ

シ
マ
　
あ
の
時
、
原
爆
投
下
は
止
め
ら
れ
た
」
は
、
原
爆
を
投
下
す
る
ア
メ
リ
カ
側
の
事
情
が
描
か
れ
、
投
下
が
避
け
ら
れ
る
可
能

性
の
あ
っ
た
い
く
つ
か
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
を
ド
ラ
マ
仕
立
て
に
描
い
て
い
お
り
、
「
未
発
の
可
能
性
」
を
追
究
す
る
本
授
業



の
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
教
材
で
あ
っ
た
。

「
ビ
デ
オ
に
目
が
く
ぎ
づ
け
に
な
っ
た
。
是
非
、
最
後
ま
で
見
た
い
。
ビ
デ
オ
の
中
で
博
士
は
謝
罪
し
な
い
と
言
っ
て
い
た
が
、

『
ご
め
ん
な
さ
い
』
と
頭
を
下
げ
る
勇
気
を
持
っ
て
欲
し
い
」
。
別
の
学
生
は
、
「
私
た
ち
の
時
代
は
国
を
超
え
た
、
人
間
と
し
て
の

人
間
ら
し
い
価
値
観
を
探
っ
て
い
き
続
け
る
べ
き
だ
と
恩
い
ま
し
た
。
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
世
界
の
人
々
は
必
ず
知
る
必
要
が
あ
り
、

日
本
人
と
し
て
伝
え
る
責
任
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。
原
爆
投
下
を
日
米
当
事
国
だ
け
の
歴
史
的
経
験
と
せ
ず
、

人
類
の
普
遍
的
な
問
題
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
ビ
デ
オ
は
「
張
学
良
が
語
る
日
中
戦
争
」
　
で
あ
る
。
身
柄
を
解
放
さ
れ
た
張
学
良
が
、
N
H
K
の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
応
じ
た
も
の
で
、
当
時
、
九
〇
歳
と
い
う
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
歴
史
の
証
人
」
と
し
て
の
発
言
は
迫
力
に
満
ち
、
学
生
の

心
を
捉
え
た
よ
う
で
あ
る
。

「
や
っ
ぱ
り
戦
争
を
リ
ア
ル
に
体
験
し
た
人
の
言
葉
は
心
に
ひ
び
く
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
し
て
張
学
良
は
本
当
の
父
親
が
殺

さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
父
親
の
跡
を
継
ぐ
形
と
な
り
大
き
な
重
荷
が
あ
っ
た
り
と
、
本
当
に
苦
痛
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
。
ま
た

「
ビ
デ
オ
の
中
で
『
親
の
仇
は
天
の
仇
よ
り
憎
し
』
と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
親
が
殺
さ
れ
た
の
に
暴
走
せ
ず
、
ち
ゃ
ん
と
周

り
の
状
況
を
見
て
行
動
し
て
い
た
の
は
す
ご
い
と
恩
っ
た
」
。
あ
る
い
は
「
ビ
デ
オ
で
張
学
良
が
『
父
は
日
本
と
組
む
つ
も
り
だ
っ

た
の
に
、
日
本
に
殺
さ
れ
た
。
私
は
絶
対
に
そ
ん
な
日
本
と
は
組
ま
な
い
』
と
語
っ
て
い
た
。
当
時
を
実
際
に
経
験
し
た
人
の
言
葉

は
と
て
も
心
に
残
り
ま
す
。
一
つ
の
事
件
を
立
場
を
変
え
て
見
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
大

変
興
味
深
い
で
す
」
。
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②
板
書



「
黒
板
に
も
っ
と
詳
し
く
授
業
内
容
を
書
い
て
ほ
し
い
」
、
ま
た
「
黒
板
の
ど
こ
を
ノ
ー
ト
に
と
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
」
な
ど
の
　
「
感
想
文
」
が
散
見
さ
れ
る
。
私
は
、
常
々
学
生
に
言
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ノ
ー
ト
を
作
っ
て
下
さ

い
、
漫
然
と
板
書
を
ノ
ー
ト
に
写
す
だ
け
で
な
く
、
皆
さ
ん
各
自
の
判
断
で
、
板
書
に
な
い
事
項
も
取
捨
選
択
し
て
ノ
ー
ト
に
書
い

て
ほ
し
い
と
。
私
が
パ
ワ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
を
使
わ
な
い
の
は
、
こ
の
授
業
で
、
私
の
下
手
な
文
字
を
判
読
で
き
れ
ば
、
ど
ん
な
文
字

も
読
め
る
よ
う
に
な
る
し
、
ま
た
板
書
に
な
い
事
項
を
ど
う
ノ
ー
ト
に
と
れ
ば
い
い
か
を
練
習
す
る
た
め
だ
と
半
ば
開
き
直
っ
て
言
っ

て
い
る
。
学
生
は
「
パ
ワ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
い
る
授
業
で
配
布
さ
れ
る
コ
ピ
ー
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
モ
ヤ
モ
ヤ
の
理
由
が

わ
か
っ
て
少
し
ス
ッ
キ
リ
し
た
」
と
書
い
て
い
た
。

③
教
員
の
話
法

私
は
、
受
講
生
が
一
〇
〇
名
を
超
え
る
よ
う
な
授
業
で
は
、
教
員
は
舞
台
で
演
じ
る
演
者
の
側
面
が
あ
る
と
思
う
。
舞
台
は
演
者

と
観
客
の
合
作
と
い
わ
れ
る
が
、
授
業
も
ま
た
教
員
と
学
生
が
と
も
に
創
り
上
げ
る
側
面
が
あ
る
。
私
の
場
合
、
学
生
の
　
「
感
想
文
」

が
私
の
授
業
を
つ
く
る
。
私
は
よ
く
学
生
に
言
う
。
今
日
の
こ
の
授
業
は
一
回
限
り
の
も
の
で
、
二
度
と
同
じ
授
業
は
で
き
ま
せ
ん
、

皆
さ
ん
の
反
応
で
私
の
授
業
は
変
わ
り
ま
す
と
。

〇
五
年
度
は
上
述
の
通
り
、
二
つ
の
ク
ラ
ス
で
基
本
的
に
は
同
じ
内
容
の
授
業
を
し
た
が
、
一
つ
の
ク
ラ
ス
で
深
め
ら
れ
た
テ
ー

マ
が
他
の
ク
ラ
ス
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
取
り
あ
げ
る
「
感
想
文
」
が
違
う
た
め
、
最
初
か
ら
違
う
ス

タ
ー
ト
と
な
る
。

そ
こ
で
、
舞
台
の
演
者
は
な
ん
と
い
っ
て
も
そ
の
よ
く
通
る
バ
リ
の
あ
る
声
が
要
請
さ
れ
る
。
一
方
的
で
抑
揚
の
な
い
話
し
方
で

は
、
わ
が
北
陸
大
学
で
は
通
用
し
な
い
。
声
の
勢
い
や
ト
ー
ン
、
話
し
方
の
緩
急
や
落
語
で
い
う
「
間
」
の
取
り
方
等
は
、
話
法
の
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重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、
総
じ
て
大
学
の
教
員
は
そ
う
し
た
意
識
が
希
薄
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
個
性
の
問
題
で
も
あ
り
、
練
習
す
れ
ば
必
ず
改
善
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
帝
京
大
学
の
森
谷
公
俊
氏

は
、
学
生
の
発
表
の
仕
方
や
技
術
に
つ
い
て
指
導
す
る
た
め
、
自
ら
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
朗
読
講
座
に
通
っ
た
経
験
を
書
い
て

6

い
る
餌
、
教
員
の
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
は
、
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ど
ん
な
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
研

究
成
果
も
、
そ
の
一
端
で
も
学
生
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
お
よ
そ
意
味
が
な
い
。
「
真
理
の
探
求
に
ば
か
り
熱
心
で
、
そ
の
伝
え
方
に

は
無
関
心
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
な
い
よ
う
に
自
戒
し
て
い
る
。

仙
　
こ
う
し
た
感
想
文
方
式
は
多
く
の
教
員
が
採
用
し
て
お
り
、
と
り
た
て
て
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
笠
原
十
九
司
「
大
学
の
授
業
方
法
に
つ
い
て
」

『
歴
史
評
論
』
一
九
九
六
年
九
月
号
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
、
毎
時
間
書
か
せ
て
、
一
二
～
一
五
人
く
ら
い
の
　
「
感
想
文
」
を
プ
リ
ン
ト
に
し
て
全
員
に

配
布
す
る
例
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
で
あ
る
。

㈲
　
中
沢
新
一
『
僕
の
叔
父
さ
ん
　
網
野
善
彦
』
集
英
社
、
二
〇
〇
四
年
、
七
〇
頁
。

㈱
　
入
江
昭
「
『
歴
史
』
と
は
何
か
」
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
一
年
六
月
七
日
。

㈱
　
こ
う
し
た
実
践
は
、
名
古
屋
大
学
で
新
入
生
の
意
識
・
認
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
た
安
川
寿
之
輔
氏
の
実
践
に
学
ん
で
い
る
。

同
著
『
大
学
教
育
の
革
新
と
実
践
』
新
評
論
、
一
九
九
八
年
、
一
四
一
～
一
八
六
頁
。

㈲
　
「
二
〇
世
紀
最
後
の
八
・
一
五
　
㊤
　
加
藤
周
一
氏
に
聞
く
」
『
神
戸
新
聞
』
二
〇
〇
〇
年
八
月
二
一
日
。

㈲
　
森
谷
公
俊
『
学
生
を
や
る
気
に
さ
せ
る
歴
史
の
授
業
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
八
年
、
三
三
～
四
三
貢
、
二
二
一
～
二
三
二
重
。

「
追
記
」
　
学
生
の
　
「
感
想
文
」
は
、
す
べ
て
二
〇
〇
五
年
度
の
も
の
で
、
誤
字
脱
字
は
訂
正
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。
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